
臨港パーク先端部等の整備に関する意見募集を行います

臨港パークは、港を一望できる景観が広がり、多くの来街者で賑わうみなとみらい 21 地

区のシンボルとなっています。また、防災空間としての機能も担っています。みなとみらい

21 地区の開発の総仕上げとして、未整備となっていた臨港パーク先端部等の整備を進めて

いきます。今回、市民の皆様からご意見をいただき、整備計画に反映させていきたいと考え

ています。 

１．意見募集の概要 

■募集期間：令和３年７月８日（木）～ 令和３年８月８日（日）

■チラシの配布場所：市民情報センター(市庁舎 3 階)、区役所の広報相談係

鉄道駅等の PR ボックス 
■意見の提出方法：

①はがき：チラシ内のはがきに記入し応募してください。

②市の電子申請システム：下記の方法でアクセスしてください。

・スマートフォンの方(右記の QR コード)

・パソコンの方(下記 URL)

https://www.e-shinsei.city.yokohama.lg.jp/yokohama/uketsuke/dform.do?acs=rinkopark

※詳細は整備の考え方やアンケートをまとめた別添のチラシをご確認ください。

２．基本計画の概要 

「景観・自然・新たな交流が楽しめる、賑わいある親水空間を創出したいと考えています。」 

３．今後の予定 

 皆様からのご意見を基に、ゾーニング、導入施設等の設計を行い、併せて活用方法や管理

運営の検討を行い、令和５年度の供用開始を目指していきます。 

お問合せ先 

港湾局整備推進課長 石井 雅樹 Tel 045-671-2885 

令 和 ３ 年 ７ 月 ８ 日 
港 湾 局 整 備 推 進 課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

イメージ図 

①みなとみらい 21 地区の景観や都心臨海部の立地特性を最大限活かした、新たな観光スポットを形成します。 

②人が憩い、海に触れながら自然観察や環境学習を行えるエリアとして整備します。

③新たな交流やライフスタイルが生まれる施設を導入します。

④民間活力の導入により、より魅力的な活動・体験空間を創出します。
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臨港パーク先端部等の
整備計画について

皆様のご意見をお聞かせください

皆様からご回答いただいたアンケート
結果を計画に反映させるため、
次のように進めていきます。

募集期間 令和3年7月８日（木）～ 令和３年8月８日（日）まで

整備計画について
ご意見をお聞かせください。

募集期間 令和3年７月8日～令和３年８月８日

応募方法

次のいずれかの方法で、ご意見をお寄せください。

①はがき(左のはがきを切り取り、ご使用ください。)
【切手不要 当日消印有効】

②ホームページ内電子申請システム

https://www.e-
shinsei.city.yokohama.lg.jp/yokohama
/uketsuke/dform.do?acs=rinkopark

右のQRコードからアクセスできます。

・「お電話でのご意見の受付」および「ご意見への
個別の回答」はいたしませんので、あらかじめご
了承ください。

横浜市港湾局整備推進課(市庁舎30階)
〒231-0005 横浜市中区本町６丁目50番地の10
電話番号 045－671－7342

お問合せ

【海水浴で賑わう横浜港(昭和初期の磯子沖)】

臨港パークは、港を一望できる景観が広がり、多くの来街者で賑わう
みなとみらい21地区のシンボルとなっています。また、防災空間として
の機能も担っています。みなとみらい21地区の開発の総仕上げとして、
未整備となっていた臨港パーク先端部等の整備を進めていきます。

【埋立前の臨港パーク(高島ふ頭)】

横浜市港湾局

整備範囲図整備位置図みなとみらい21マスタープラン

臨港パーク

アンケート実施

アンケート回収

結果分析・とりまとめ

アンケート結果の公表
（令和３年９月頃）

整備計画へ反映

工事着手

先端部の整備

パシフィコ横浜

スマートフォンで回答される方

PCで回答される方

下記のURLよりアクセスできます。

横浜開港資料館所蔵

三菱重工業㈱横浜製作所所蔵

神奈川県横浜市中区本町
６丁目50番地の10

横浜市港湾局整備推進課 行

【住所】 □横浜市 区
□横浜市外

【年代】 □～20歳代 □30歳代
□40歳代 □50歳代
□60歳代 □70歳代
□80歳代～

QR

料金受取人払郵便

切り取り線
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差出有効期間
令和３年８月
8日まで

該当する項目にチェックをお願いします

ご協力ありがとうございました

（切手不要）

郵便はがき

このはがきは使えません。



景観・自然・新たな交流が楽しめる、賑わいある親水空間を創出したいと考えています。

４つの視点で賑わいある親水空間の創出に取り組みます 臨港パーク先端部等の整備計画についての
アンケートにご協力をお願いします

１．ウォーキング・ランニングコース
２．イベント広場(展示場・舞台)
３．ビーチバレーコート
４．スケートボードパーク
５．３×３コート
６．SUP、シーカヤック等の拠点
７．ドッグラン専用スペース
８．その他※( )内にアイデアをお書きください

問３

新たな交流やライフスタイルの創出に向け、
どのような施設があると良いと思われますか。
(3つ以内でお選びください。)

新たな交流やライフスタイルの
ための施設について

問２ 自然観察や環境学習の場について

自然観察や環境学習の場としてどのような施
設があると良いと思われますか。
(3つ以内でお選びください。)

１．砂浜
２．岩場
３．藻場・浅場(小魚の生育・産卵・隠れ場)
４．親水護岸
５．緑地(植栽、芝生)
６．太陽光発電施設
７．その他※( )内にアイデアをお書きください

１．展望スペース
２．シンボル施設
３．砂浜
４．観光船さん橋
５．ウッドデッキ
６．水際線プロムナード
７．その他※( )内にアイデアをお書きください

新たな観光スポットの形成に向け、どのよう
な施設があると良いと思われますか。
(3つ以内でお選びください。)

新たな観光スポットの形成について問１

みなとみらい21地区の景観や都心臨
海部の立地特性を最大限活かした、
新たな観光スポットを形成します。

１

人が憩い、海に触れながら自然観察
や環境学習を行えるエリアとして整
備します。

2

新たな交流やライフスタイルが生ま
れる施設を導入します。

3

民間活力の導入により、より魅力的
な活動・体験空間を創出します。

4

イメージ図

問４ 民間活力の導入について

どのような施設に民間活力を導入した方が良
いと思われますか。
(3つ以内でお選びください。)

１．緑地・イベント広場での催し(展示・舞台)
２．海の生物や植物に触れる自然体感学習
３．マリンレジャー体験(SUP、シーカヤック等)
４．砂浜でのイベント(ビーチスポーツ等)
５．新たなアクティビティ

(スケートボード・３×３等)
６．その他※( )内にアイデアをお書きください

展望ゾーン

藻場
浅場

親水護岸

桟橋
人工海浜

緑地

岩場

緑地先端部整備イメージ図

護岸

在来地盤

盛土

覆砂

築堤

【効果】
アマモや貝類等が生息することで、赤潮の発生原因となる窒素やリンを
吸収し、水質を改善させます。また、稚魚の成育や産卵の場となるほか、
ブルーカーボンとして脱炭素化の推進に繋がります。

藻場・浅場のイメージ図

0 50 100m

アンケート回答欄

質問項目をお読みの上、ご記入をお願いします。

◆各質問の該当する数字に○をお付けください。

問１ １ ２ ３ ４ ５ ６
７( )

問２ １ ２ ３ ４ ５ ６
７( )

問３ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８( )

問４ １ ２ ３ ４ ５
６( )

◆臨港パーク先端部等の整備について、皆様の
アイデアをご自由にご記入ください。
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整備事例

環境学習の場(砂浜) 新たな交流の場(スケートボードパーク)回遊性の向上(展望デッキ)




